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ネットワーク作る君：
Webマイニングを用いたネットワーク自動抽出システム

Mr. Network Extraction: A Network Extraction System from the Web
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Mr. Network Extraction is a Web mining system to extract a network of a given set of entities. A user can
input an arbitrary set of entities, e.g., researcher names, firm names, and celebrity names, and the system outputs
a network among the entities. If two entites appear in many Web documents, the two entities are considered to
be closely related thus become tied by an edge. In this paper, we overview the motivation, the concept and the
system overview of the Mr. Network Extraction.

1. はじめに

Web上の情報を活用する研究が進んでいる。ユーザが欲し
い情報は、Webページ自体であるとは限らず、したがって、検
索技術を利用しながら情報を統合してユーザの質問にピンポイ
ントで答える質問応答などの研究や、Webからトレンドを把
握しようとする研究が行われている。
なかでも、エンティティとその関係性を抽出する研究は、こ

こ数年、徐々に活発に行われるようになった [4]。Web上で言
及されているエンティティとその関係は、Webページ間の関
係というレイヤーよりも上位のレイヤーの意味的な情報であ
り、そのためのWebマイニング技術は、これまでの AI技術
の活用を考える上で、また今後のWeb上の情報処理を考える
上で重要な位置を占める。
一方で、Webにおける SNSやブログといったソーシャルな

システムは、新たに社会ネットワーク分析の分野の興味も惹き
つけている [?]。ますます多くの情報がWeb 上で取得可能に
なり、それを利用して従来不可能であった大規模なネットワー
ク分析や新たな社会現象の分析を行うことも可能になりつつあ
る。人工知能学会を対象にした研究者ネットワークの分析もこ
こ 4年ほど継続して行われている [3]。これは、Webや AIと
社会学（特に社会ネットワーク分析）の融合分野の研究と考え
ることができる。

Webマイニングに関する研究の活用を考える上で、Webマ
イニングで得られた結果をさまざまな方法で簡単に利用できる
ようにすることは重要である。例えば、社会学の分野でWeb

上の情報に着目した分析を行いたいとき、社会学の分野の研究
者が必ずしもアルゴリズムを実装することが可能なわけでは
ない。Web上の情報の重要性、その統合の重要性を鑑みると、
誰もが簡単にWeb上の情報を統合する（特にネットワークを
抽出する）ことができるシステムを提供することは、研究の社
会的なインパクトを高めることにつながる。
本稿では、Web マイニングに関して行われてきた研究 [1]

を、誰もが手軽に利用できるようにするシステム「ネットワー
ク作る君」の概要を紹介する。
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2. 抽出のアルゴリズム
「ネットワーク作る君」では、エンティティのリストを受け
取って、その間のネットワークを抽出する。まず、エンティティ
ごとに、検索エンジンのヒット件数を求める。（エンティティa

に対するヒット件数を hit(a)とする。）さらに、エンティティ
のペアに対するヒット件数を求める。（hit(a, b)とする。）この
とき、エンティティ間の関係の強さは、

hit(a, b)/(hit(a) + hit(b) − hit(a, b))

で与えられる。これは Jaccard 係数の場合であるが、他にも
さまざまな係数で計量が可能である。
研究者ネットワークを抽出する場合には、関係のタイプを抽

出することも可能である。これはあらかじめ学習した分類器
を用いて、2人の名前でヒットしたページを分類する。ネット
ワーク作る君では、共著、同研究室、同プロジェクト、同発表
という 4種類に分類する。詳しくは、[?]を参照されたい。

3. システムの概要と動作例
図 1 はネットワーク作る君のシステム概要を示している。

ネットワーク作る君は、インターフェイス部は PHP、抽出部
は Perlで記述されたWebアプリケーションである。ユーザが
入力する項目は、1.ネットワークの元となるノードのリスト、
2.データ抽出に関する若干の設定、3.ネットワーク図の見栄
えを調整する閾値などの設定である。ここでは簡単に、利用の
流れを追いながら、システムの概要を説明する。

3.1 ノードデータの入力
ユーザはまず、ネットワークを抽出したいノードのリストを

入力する必要がある。ここで入力するデータ形式は、ノード名
とそのノードに関するキーワードのリストである。例えば、研
究者のネットワークを抽出したい場合、ノード名は氏名、キー
ワードはその研究者の所属名を用いることが多い。実際の入力
例を挙げると以下のようになる。

入力例¶ ³
安田雪,東京大学
松尾豊,スタンフォード大学
石田啓介,産業技術総合研究所
....., ....µ ´
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図 1: システム概要

図 2: ネットワーク抽出設定画面

3.2 ネットワーク抽出設定
ネットワーク抽出設定画面では、抽出処理に関する設定を

行う。ヒット件数を求める際に利用する検索エンジンの選択、
ネットワーク中心性の算出・関係タイプの抽出を行うか否か、
などが現在選択可能である (図 2)。今後、ユーザによる関係タ
イプの定義、同姓同名問題を回避する手法の導入、研究者の所
属名推定など、さまざまな抽出手法をここで選択できるように
する予定である。
設定の入力を終えると、サーバ上では抽出処理が開始され、

設定に応じたモジュールプログラムが順番にコールされる。そ
の間、ブラウザ上ではAjaxにより処理状況が逐次表示される。
処理にかかる時間は、入力したノード数に比例して長くなるた
め、大規模なネットワークを抽出するような場合は、抽出完了
メール機能により抽出完了のお知らせを受け取ることができ
る。受信したメールの本文中に URLが記述されており、その
URLにアクセスすることで続けて次のネットワークの調整を
行うことができる。

3.3 ネットワーク図の調整
ネットワークデータの抽出が終了すると、画面はネットワー

ク図の調整へと移る。まずはじめに表示される画面では、何
も調整を行っていないため、見やすいネットワーク図が得られ
ているとは限らない (図 3)。ユーザに理解しやすいネットワー
ク図にするにはいくつかの調整が必要である。まず、共起ヒッ
ト件数・Simpson係数・Jaccard係数で閾値を設定し、弱い関
係を非表示にすることで、強い関係が際立って表示されるよう
になる。また、関係の強さを Simpson係数、Jaccard係数な
ど、さまざまな尺度に切り替えることができ、ネットワーク中
心性の高さ、単独ヒット件数の多さをノードにグラデーション
をつけることで表現できる (図 4)。これらの設定を変更するた
びに、画面推移を行わず逐次ネットワーク図が変化するため、
微調整をスムーズに行うことができる。ネットワークの生成に
は Graphviz を使用し、出力形式は SVG・Flash から選択可
能である。

図 3: ネットワーク表示設定前

図 4: ネットワーク表示設定後

2



The 21st Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2007

3.4 利用例
ネットワーク作る君で抽出できるデータは、もちろん研究

者ネットワークだけではない。図 5は、生物名 (カタカナ)に
よるネットワークである。見て分かるように、動物・植物・昆
虫・鳥類というようにそれぞれが近寄って配置されている。図
6は、戦国武将 20人によるネットワークである。こうして得
られたネットワークデータを、CSV 形式、DL 形式などさま
ざまな形式で出力することができる。

4. まとめ

本稿では、「ネットワーク作る君」を構築した背景と目的、
その動作例、システムアーキテクチャー等について紹介した。
今後、ユーザのニーズに応じて、多様な機能を提供していき
たいと考えている。その結果、社会学を初めとしてさまざま
な分野での分析、他のシステムでの活用につながっていけれ
ば、著者らの幸いとするところである。ネットワーク作る君
は、http://mknet.polypho.net/から利用可能である。
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図 5: 生物名 (カタカナ)によるネットワーク

図 6: 戦国武将 20人によるネットワーク
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